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問合せ先 取締役管理部長　多賀 勝用
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2025年９月４日

各　位

（訂正・数値データ訂正）「2024年３月期　決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部訂正について

　当社は、2024年５月14日に開示いたしました「2024年３月期　決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部を訂正いたしま

したので、お知らせいたします。

　また、数値データにも訂正がありましたので訂正後の数値データも送信いたします。

記

１．訂正の内容と理由

　訂正の内容と理由につきましては、別途、本日（2025年９月４日）付「過年度の有価証券報告書等の訂正報告書の提

出及び過年度の決算短信等の訂正に関するお知らせ」にて開示しておりますのでご参照ください。

２．訂正箇所

　訂正箇所は＿＿＿線を付して表示しております。なお、訂正箇所が多数に及ぶことから訂正事項については、訂正後

のみ全文を記載しております。

以上
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　　（訂正後）

　
2024年３月期  決算短信〔日本基準〕（連結）

2024年５月14日
上場会社名 ダイワ通信株式会社 上場取引所  東
コード番号 7116 ＵＲＬ  https://daiwawa.com
代表者 （役職名）代表取締役社長 （氏名）岩本　秀成
問合せ先責任者 （役職名）取締役管理部長 （氏名）多賀　勝用 ＴＥＬ  076（291）4000
定時株主総会開催予定日 2024年６月21日 配当支払開始予定日 2024年６月24日
有価証券報告書提出予定日 2024年６月24日
決算補足説明資料作成の有無：有
決算説明会開催の有無      ：有

（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期 4,884 5.8 234 △38.3 241 △32.3 117 △40.3

2023年３月期 4,616 △3.4 379 △40.8 356 △44.3 196 △48.5

（注）包括利益 2024年３月期 117百万円 (△40.3％) 2023年３月期 196百万円（△48.5％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2024年３月期 43.32 - 4.9 6.2 4.8

2023年３月期 72.62 - 8.7 10.0 8.2

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年３月期 4,008 2,471 61.7 913.08

2023年３月期 3,802 2,354 61.9 869.75

（参考）自己資本 2024年３月期 2,471百万円 2023年３月期 2,354百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2024年３月期 170 △46 △88 800

2023年３月期 810 △256 △186 764

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当率
（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2023年３月期 - 0.00 - 0.00 0.00 - - -

2024年３月期 - 0.00 - 10.00 10.00 27 23.1 1.1

2025年３月期（予想） - 5.00 - 10.00 15.00 15.7

（％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,417 10.9 400 70.9 392 62.7 258 120.3 95.45

１．2024年３月期の連結業績（2023年４月１日～2024年３月31日）

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

- 2 -



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年３月期 2,706,957株 2023年３月期 2,707,000株
②  期末自己株式数 2024年３月期 43株 2023年３月期 43株
③  期中平均株式数 2024年３月期 2,706,957株 2023年３月期 2,706,998株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期 3,750 5.0 146 20.6 154 60.8 74 112.0

2023年３月期 3,572 3.6 121 △36.1 95 △48.1 35 △61.6

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期 27.56 -

2023年３月期 13.00 -

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年３月期 2,031 1,013 49.9 374.36

2023年３月期 1,974 938 47.5 346.80

（参考）自己資本 2024年３月期 1,013百万円 2023年３月期 938百万円

※  注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要
2024年３月期の個別業績（2023年４月１日～2024年３月31日）

（２）個別財政状態

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行に伴い、国内の人流回復に

よる経済活動の再開と円安を追い風にした訪日外国人旅行者の増加によるインバウンド需要や活発な設備投資など

により、緩やかに回復へと向かっております。一方で、ロシアによるウクライナ進攻等の地政学的リスクの影響

や、円安の影響による原油等をはじめとしたエネルギー資源や原材料価格の高騰が継続しております。加えて中国

経済の不安定化により経済への影響が懸念され、依然として景気の先行きは不透明な状況が続いております。

　このような経済環境のもと、当社グループにおいては、誰もが安心・安全・便利に暮らせる未来の街「Safe 

City」の実現に向けて、大手事務機器メーカー及び大手警備会社との連携を強化し、全国に防犯カメラ設置を推し

進めてまいりました。

　各種製品の企画開発にも積極的に取り組み、さらに人材確保に向けた給与のベースアップ等の人材投資にも積極

的に取り組みました。

　以上の結果、当連結会計年度の当社グループの業績は、売上高4,884百万円（前連結会計年度比5.8％増）、営業

利益234百万円（前連結会計年度比38.3％減）、経常利益241百万円（前連結会計年度比32.3％減）、親会社株主に

帰属する当期純利益117百万円（前連結会計年度比40.3％減）となりました。

　セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

（セキュリティ事業）

セキュリティ事業においては、防犯需要の高まりや大手事務機器メーカー・大手警備会社との連携強化によ

り、防犯カメラ売上が大きく増加しました。

一方で製品の企画開発に積極的に取り組み、さらに人材確保に向けた給与のベースアップ等の人材投資にも積

極的に取り組んだ結果、売上原価および販売費及び一般管理費が増加いたしました。

以上の結果、当連結会計年度のセキュリティ事業の業績は、売上高2,663百万円（前連結会計年度比10.0％

増）、セグメント利益244百万円（前連結会計年度比35.4％減）となりました。

（モバイル事業）

モバイル事業においては、当社店舗が出店しているショッピングモール等の商業施設内で積極的な販促活動を

実施し、MNPを含めた新規顧客の獲得に注力いたしました。また新型端末の発売と共にお客様のニーズに応えた

様々な料金プランが登場しており、お客様のご利用状況に合わせた端末及び料金プランを提案するとともに、光

回線、映像・音楽コンテンツ配信、キャッシュレス決済、お客様へのサポート等、収益の多様化に取り組んでま

いりました。

以上の結果、当連結会計年度のモバイル事業の業績は、売上高2,209百万円（前連結会計年度比1.3％増）、セ

グメント利益219百万円（前連結会計年度比0.4％増）となりました。

（２）当期の財政状態の概況

（資産）

　当連結会計年度末における資産合計は、前連結会計年度末比205百万円増の4,008百万円となりました。これは主

に、現金及び預金の増加36百万円、売掛金の増加7百万円、商品及び製品の増加59百万円、リース資産の増加65百

万円に対して、敷金及び保証金の減少1百万円などによるものです。

（負債）

　当連結会計年度末における負債合計は、前連結会計年度末比88百万円増の1,536百万円となりました。これは主

に、支払手形及び買掛金の増加81百万円、リース債務の増加66百万円に対して、短期借入金の減少10百万円、未払

法人税等の減少38百万円、長期借入金の減少71百万円、未払消費税等を含むその他流動負債の減少64百万円などに

よるものです。

（純資産）

　当連結会計年度末における純資産合計は、前連結会計年度末比117百万円増の2,471百万円となりました。これ

は、親会社株主に帰属する当期純利益117百万円によるものです。
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売上高 5,417

営業利益 400

経常利益 392

当期純利益 258

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は800百万円となり、前連結会

計年度末に比べて36百万円増加しました。

　当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は170百万円（前連結会計年度は810百万円の収入）となりました。これは主に、

税金等調整前当期純利益219百万円、減価償却費52百万円、仕入債務の増加額81百万円に対し、売上債権の増加額

8百万円、棚卸資産の増加額59百万円、法人税等の支払額187百万円等の支出があったことによるものでありま

す。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は46百万円（前連結会計年度は256百万円の支出）となりました。これは主に、固

定資産の取得による支出84百万円等に対し、固定資産の売却による収入34百万円、保険積立金の解約による収入

14百万円等があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は88百万円（前連結会計年度は186百万円の支出）となりました。これは主に、短

期借入金の純減額10百万円、長期借入金の返済による支出71百万円、リース債務の返済による支出7百万円等があ

ったことによるものであります。

（４）今後の見通し

　今後の見通しにつきましては、経済活動は緩やかに回復することが期待されていますが、企業の設備投資意欲・

消費者の購買意欲は回復しておらず、物件の受注競争も依然として厳しく、当社を取り巻く環境は引き続き厳しい

状況となっております。このような環境下において、当社は以下の課題に取組んでまいります。

①商材拡大による一括受注体制作り

②付加価値商品の拡販による利益確保

③お客様のニーズに合ったサービスの提供

④社会の変化に対応できる組織作りと人材教育・育成

⑤業務の効率化と重要地域への人材投入

2025年３月期の業績見通しは、次のとおりであります。

（単位：百万円）

また、上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、国際的な事業展開や資金調達を行っておりませんので、日本基準に基づき財務諸表を作成しておりま

す。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2023年３月31日）

当連結会計年度
（2024年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 767,654 803,820

受取手形 595 -

売掛金 644,999 652,871

電子記録債権 - 1,368

商品及び製品 809,302 868,927

その他 30,104 37,616

流動資産合計 2,252,656 2,364,604

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 613,875 587,055

土地 405,873 405,873

リース資産（純額） 25,106 90,540

建設仮勘定 289,289 308,176

その他（純額） 26,238 27,669

有形固定資産合計 1,360,383 1,419,315

無形固定資産 10,456 6,341

投資その他の資産

投資有価証券 - 10,000

敷金及び保証金 113,220 111,299

繰延税金資産 38,332 85,258

長期未収入金 102,726 140,581

その他 27,802 11,788

貸倒引当金 △102,726 △140,581

投資その他の資産合計 179,354 218,346

固定資産合計 1,550,194 1,644,003

資産合計 3,802,850 4,008,608

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2023年３月31日）

当連結会計年度
（2024年３月31日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 201,128 283,001

短期借入金 120,000 110,000

１年内返済予定の長期借入金 71,028 71,905

未払法人税等 124,016 85,935

リース債務 4,222 13,278

賞与引当金 21,880 20,211

仮受金 102,944 232,508

その他 226,051 161,960

流動負債合計 871,271 978,799

固定負債

長期借入金 555,350 483,445

リース債務 15,454 73,219

その他 6,381 1,459

固定負債合計 577,186 558,123

負債合計 1,448,457 1,536,923

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 10 10

利益剰余金 2,254,470 2,371,761

自己株式 △86 △86

株主資本合計 2,354,393 2,471,684

純資産合計 2,354,393 2,471,684

負債純資産合計 3,802,850 4,008,608
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（単位：千円）

前連結会計年度
（自　2022年４月１日

至　2023年３月31日）

当連結会計年度
（自　2023年４月１日

至　2024年３月31日）

売上高 4,616,472 4,884,958

売上原価 3,039,426 3,336,154

売上総利益 1,577,045 1,548,803

販売費及び一般管理費 1,197,491 1,314,672

営業利益 379,553 234,131

営業外収益

受取利息及び受取配当金 22 25

助成金収入 4,126 15,157

受取保険金 - 2,660

その他 3,402 616

営業外収益合計 7,551 18,459

営業外費用

支払利息 7,449 6,303

為替差損 1,342 4,489

上場関連費用 22,126 -

その他 103 556

営業外費用合計 31,022 11,349

経常利益 356,083 241,242

特別利益

固定資産売却益 4,683 16,026

特別利益合計 4,683 16,026

特別損失

店舗閉鎖損失 1,364 -

貸倒引当金繰入額 32,310 37,855

特別損失合計 33,675 37,855

税金等調整前当期純利益 327,091 219,413

法人税、住民税及び事業税 162,604 149,047

法人税等調整額 △32,101 △46,925

法人税等合計 130,502 102,122

当期純利益 196,588 117,290

親会社株主に帰属する当期純利益 196,588 117,290

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：千円）

前連結会計年度
（自　2022年４月１日

至　2023年３月31日）

当連結会計年度
（自　2023年４月１日

至　2024年３月31日）

当期純利益 196,588 117,290

包括利益 196,588 117,290

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 196,588 117,290

非支配株主に係る包括利益 - -

（連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

株主資本
純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 100,000 10 2,057,881 - 2,157,891 2,157,891

当期変動額

親会社株主に帰属する
当期純利益

196,588 196,588 196,588

自己株式の取得 △86 △86 △86

当期変動額合計 - - 196,588 △86 196,501 196,501

当期末残高 100,000 10 2,254,470 △86 2,354,393 2,354,393

（単位：千円）

株主資本
純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 100,000 10 2,254,470 △86 2,354,393 2,354,393

当期変動額

親会社株主に帰属する
当期純利益

117,290 117,290 117,290

自己株式の取得 -

当期変動額合計 - - 117,290 - 117,290 117,290

当期末残高 100,000 10 2,371,761 △86 2,471,684 2,471,684

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

当連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）
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（単位：千円）

前連結会計年度
（自　2022年４月１日

至　2023年３月31日）

当連結会計年度
（自　2023年４月１日

至　2024年３月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 327,091 219,413

減価償却費 60,987 52,769

のれん償却額 2,008 2,008

賞与引当金の増減額（△は減少） △5,027 △1,669

受取利息及び受取配当金 △22 △25

支払利息 7,449 6,303

受取保険金 - △2,660

助成金収入 △4,126 △15,157

固定資産売却損益（△は益） △4,683 △16,026

固定資産除却損 - 115

店舗閉鎖損失 1,364 -

売上債権の増減額（△は増加） △175,810 △8,645

棚卸資産の増減額（△は増加） 8,956 △59,297

仕入債務の増減額（△は減少） 124,819 81,872

貸倒引当金の増減額（△は減少） 32,310 37,855

為替差損益（△は益） △14 △22

長期未収入金の増減額（△は増加） △32,310 △37,855

未収消費税等の増減額（△は増加） 86,304 △9,600

未払消費税等の増減額（△は減少） 22,593 △26,946

その他 153,325 123,870

小計 605,215 346,302

利息及び配当金の受取額 22 25

利息の支払額 △7,449 △6,303

助成金の受取額 4,126 15,157

保険金の受取額 - 2,660

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 208,645 △187,128

営業活動によるキャッシュ・フロー 810,560 170,714

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △3,153 △3,153

定期預金の払戻による収入 3,153 3,153

固定資産の取得による支出 △276,721 △84,332

固定資産の売却による収入 20,693 34,153

投資有価証券の取得による支出 - △10,000

敷金及び保証金の差入による支出 △1,296 △612

敷金及び保証金の返還による収入 1,156 502

保険積立金の解約による収入 - 14,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △256,168 △46,289

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △85,000 △10,000

長期借入れによる収入 40,000 -

長期借入金の返済による支出 △119,664 △71,028

リース債務の返済による支出 △21,686 △7,253

自己株式の取得による支出 △86 -

財務活動によるキャッシュ・フロー △186,437 △88,281

現金及び現金同等物に係る換算差額 14 22

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 367,969 36,166

現金及び現金同等物の期首残高 396,531 764,500

現金及び現金同等物の期末残高 764,500 800,667

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

連結財務諸
表計上額
（注）３

セキュリティ
事業

モバイル事
業

計

売上高

顧客との契約から生

じる収益
2,420,143 2,182,177 4,602,321 - 4,602,321 - 4,602,321

その他の収益 - - - 14,150 14,150 - 14,150

外部顧客への売上高 2,420,143 2,182,177 4,602,321 14,150 4,616,472 - 4,616,472

セグメント間の内部

売上高又は振替高
- - - 6,420 6,420 △6,420 -

計 2,420,143 2,182,177 4,602,321 20,570 4,622,892 △6,420 4,616,472

セグメント利益 378,819 218,479 597,298 16,202 613,500 △233,946 379,553

（セグメント情報）

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は製品・サービス別の事業本部を置き、各事業本部は、取り扱う製品・サービスについて包括的な戦

略を立案し、事業活動を展開しております。

したがって、当社は、事業本部を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「セキ

ュリティ事業」及び「モバイル事業」の２つを報告セグメントとしております。

「セキュリティ事業」は、セキュリティ機器の販売及び設置工事を行っております。

「モバイル事業」は、ソフトバンクの携帯電話販売業務を行っております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報及び収益の分

解情報

前連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり不動産賃貸事業等を含んでおりま

す。

　　　２．セグメント利益の調整額は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　３．セグメント利益は連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　　４．セグメント資産については、事業セグメントに資産を配分していないため記載しておりません。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

連結財務諸
表計上額
（注）３

セキュリティ
事業

モバイル事
業

計

売上高

顧客との契約から生

じる収益
2,663,073 2,209,482 4,872,555 - 4,872,555 - 4,872,555

その他の収益 - - - 12,403 12,403 - 12,403

外部顧客への売上高 2,663,073 2,209,482 4,872,555 12,403 4,884,958 - 4,884,958

セグメント間の内部

売上高又は振替高
- - - 6,420 6,420 △6,420 -

計 2,663,073 2,209,482 4,872,555 18,823 4,891,378 △6,420 4,884,958

セグメント利益 244,653 219,349 464,003 15,296 479,300 △245,168 234,131

当連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり不動産賃貸事業等を含んでおりま

す。

　　　２．セグメント利益の調整額は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　３．セグメント利益は連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　　４．セグメント資産については、事業セグメントに資産を配分していないため記載しておりません。
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前連結会計年度
（自　2022年４月１日
至　2023年３月31日）

当連結会計年度
（自　2023年４月１日
至　2024年３月31日）

１株当たり純資産額 869.75円 913.08円

１株当たり当期純利益 72.62円 43.32円

前連結会計年度
（自　2022年４月１日
  至　2023年３月31日）

当連結会計年度
（自　2023年４月１日
  至　2024年３月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益（千円） 196,588 117,290

普通株主に帰属しない金額（千円） - -

普通株式に係る親会社株主に帰属する

当期純利益（千円）
196,588 117,290

普通株式の期中平均株式数（株） 2,706,998 2,706,957

（１株当たり情報）

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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